
11
月
９
日
、
県
森
連
津

山
木
材
共
販
所
に
お
い

て
、
『
第
33
回
岡
山
県

民
有
林
優
良
材
展
示
コ

ン
ク
ー
ル
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
森
林
組
合

を
始
め
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
の
も
と
、
約
5

千
㎥
の
出
荷
を
い
た
だ

き
、
多
く
の
優
良
材
を

揃
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出

品
は
、
県
北
を
中
心
に

ス
ギ
22
点
ヒ
ノ
キ
89
点

マ
ツ
２
点
の
計
113
点
あ

り
、
農
林
水
産
大
臣
賞

の
ほ
か
、
７
つ
の
賞
に

対
し
て
12
点
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

（
各
賞
、
受
賞
者
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
）

最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
、

新
庄
村
の
ヒ
ノ
キ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
日
、
11
時
か
ら
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
小
野
会
長
か
ら
、｢

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
昨
年
に
引
き
続
き
、
式
典
の

規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
関
係
者

の
ご
協
力
の
も
と
、
本
年
度
も
今
特

別
市
を
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
大
変

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
受
賞
さ
れ
た

皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

審
査
の
結
果
を
お
聞
き
し
た
と
こ

ろ
、
受
賞
さ
れ
た
出
品
材
は
い
ず
れ

も
丁
寧
な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
ご
努
力
に
心
よ
り

敬
意
を
表
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
原
木
の
有
利
販
売
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、
情
報
提
供
や
造

材
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま

す
。｣

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
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▲小野会長挨拶

第
33
回

岡
山
県
民
有
林
優
良
材

展
示
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

▲当会会長によるせりの様子
▲農林水産大臣賞
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▲せりの様子▲コンクールの表彰式の様子



〈
受
賞
者
一
覧
〉

○
農
林
水
産
大
臣
賞

新
庄
村

新
庄
村

○
林
野
庁
長
官
賞

木
原
造
林
（
株
）
勝
英
事
業
所

津
山
市

○
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
賞

築
山

健

鏡
野
町

○
岡
山
県
知
事
賞

西
尾

泰
充

鏡
野
町

○
農
林
中
央
金
庫
岡
山
支
店
長
賞

竹
下

英
美

真
庭
市

○
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
長
賞

完
田

二
郎

真
庭
市

○
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長
賞

石
原

正
基

鏡
野
町

○
岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
長
賞

川
端

正
俊

美
作
市

大
釜

環

美
咲
町

河
本

哲
之

津
山
市

山
本
千
恵
子

吉
備
中
央
町

仲
田
増
太
郎

新
見
市

10
月
23
日
、
県
森
連
新
見
木
材
共

販
所
に
お
い
て
第
45
回
新
見
地
区
木

材
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
澄
み

切
っ
た
青
空
の
下
、
主
催
の
新
見
地

区
木
材
組
合
戸
川
組
合
長
の
挨
拶
か

ら
市
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
を
は
じ
め
中
四
国

や
奈
良
県
、
兵
庫
県
な
ど
か
ら
買
い

方
等
関
係
者
が
多
く
集
ま
り
、
活
気

溢
れ
る
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
総
取
扱
量
は
、
国
産
材
の

高
値
が
続
い
て
い
る
事
も
あ
り
、
本

市
で
は
過
去
最
多
と
な
る
５
千
２
百

㎥
と
な
り
ま
し
た
。

各
賞
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
別
表
〉

緑
の
雇
用
集
合
研
修
は
今
年
度

も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
感

染
状
況
は
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
お
り
、
研
修
生
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
少
し
ず
つ
増
や
せ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
集
合
研
修
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
10
月
の
フ
ォ
レ
ス

ト
ワ
ー
カ
ー
研
修
で
は
、
作
業
道
作

設
や
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
た
現

場
研
修
を
し
ま
し
た
が
、
高
度
な
知

識
・
技
術
が
必
要
な
た
め
、
苦
戦
し

て
い
る
研
修
生
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

取
得
し
た
技
術
等
を
職
場
に
持
ち

帰
り
共
有
及
び
発
揮
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

11
月
か
ら
は
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
も
実
施
し
て
お
り
、
効
果
的
な

指
導
方
法
や
現
場
管
理
等
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
林
業
研
修
棟(

勝
央
町)

も
随

時
活
用
し
、
VR
や
伐
倒
練
習
機
を
使

用
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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▲当日の様子(新見木材共販所)

新
見
地
区
木
材
ま
つ
り

▲当日の様子(新見木材共販所)

▲作業道研修

▲高性能林業機械(ハーベスタ)研修▲FL(フォレストリーダー)研修

▲農林水産大臣賞
新 庄 村

緑
の
雇
用



10
月
28
日
に
全
国
森
林
組
合
代
表

者
大
会
が
開
催
さ
れ
表
彰
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
県
の
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
に
て
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
）

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
方
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
優
良
組
合
表
彰

新
見
市
森
林
組
合

○
功
労
表
彰
（
永
年
勤
続
表
彰
）

役
員単

位
組
合
代
表
理
事

完
田
二
郎

（
真
庭
森
林
組
合
）

鳥
越
康
生

(

真
庭
森
林
組
合)

職
員単

位
組
合
職
員

年
岡
秀
貴

(

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合)

作
業
班
員
等

柳
井
清
之

(

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合)

上
田
剛
士

（
真
庭
森
林
組
合
）

瀧
本
知
之

（
真
庭
森
林
組
合
）

山
口
博

（
新
見
市
森
林
組
合
）

岸
本
健
一

（
美
作
東
備
森
林
組
合
）

○
感
謝
表
彰

系
統
組
織
の
発
展
へ
の
功
績

西
本
健
三

（
津
山
市
森
林
組
合
）

定
年
退
職
し
た
職
員

森
岡
保
博

(

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会)

岡
山
県
農
林
漁
業
の
振
興
の
た
め

に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
で
優
秀
な
個
人
又
は

団
体
を
表
彰
す
る｢

岡
山
県
農
林
漁

業
功
労
者
表
彰｣

の
受
賞
者
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
に
て
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
）

(

農
林
水
産
部
長
賞)

○
林
業
部
門

浮
森

達
三

(

岡
山
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長)

○
団
体
指
導
部
門

竹
本

俊
郎

(

新
見
市
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長)

長
代

直
行

(

備
中
南
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長)

令
和
４
年
度
岡
山
県
予
算
編
成
に

関
す
る
各
種
団
体
個
別
懇
談
会
に
出

席
し
自
民
党
県
議
団
へ
陳
情
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
次
の
事
項
を
陳
情

し
ま
し
た
。

本
県
の
森
林
資
源
は
、
戦
後
造
成

さ
れ
た
人
工
林
を
中
心
に
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
、｢

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク｣

の
影
響

で
一
時
的
に
木
材
価
格
は
好
転
し
て

い
ま
す
が
、
長
期
に
わ
た
る
低
迷
に

よ
り
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
は

著
し
く
減
退
し
、
森
林
の
多
面
的
な

機
能
の
発
揮
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
制
度
が
創
設
さ
れ
、
市
町
村

が
主
体
と
な
っ
て
森
林
経
営
管
理
を

推
進
す
る｢

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム｣

の
運
用
が
始
ま
り
、
森
林
林

業
施
策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
森
林
組
合
系
統
は

一
丸
と
な
り
、｢

林
業
の
成
長
産
業

化｣

を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、

森
林
の
集
約
化
、
間
伐
、
皆
伐
・
再

造
林
な
ど
の
森
林
整
備
や
担
い
手
の

確
保
・
育
成
、
県
産
材
の
安
定
供
給

と
利
用
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
事
項
の
実

現
に
向
け
、
特
段
の
御
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り

｢

脱
炭
素
社
会｣

の
実
現
に
向
け
た

国
の
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
宣
言
や
、
S
D
G
s｢

脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め
の
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律｣

(
改
正
木
材
利
用
促

進
法)

を
踏
ま
え
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
等
に
果
た
す
森
林
や
木
材
の
役

割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
県
が
現
在

進
め
て
い
る｢

企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り｣

の
制
度
を
見
直
し
、
多
く

の
企
業
の
参
画
の
も
と
で
、
県
内
一

円
に
お
い
て
、
少
花
粉
苗
木
に
よ
る

再
造
林
の
推
進
や
県
産
材
の
利
用
促

進
が
一
層
進
む
よ
う
、
県
、
企
業
団

体
、
森
林
関
係
団
体
が
参
画
し
た
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
を
要
望

し
ま
す
。

２

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に

向
け
た
市
町
村
へ
の
指
導
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
を
効
果
的
に
活

用
し
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
円
滑

に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な

人
材
が
少
な
い
市
町
村
に
対
し
て
県

の
林
業
専
門
職
員
が
出
向
す
る
な
ど
、

市
町
村
、
県
、
地
域
の
森
林
の
現
状

に
精
通
し
た
森
林
組
合
が
一
体
と
な

り
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を

加
速
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
地
域
ご
と
の
実
施
体
制

作
り
と
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支
援

策
が
一
層
進
む
よ
う
要
望
い
た
し
ま

す
。

３

適
切
な
森
林
管
理
の
推
進
支
援

に
つ
い
て

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
継

続
的
に
発
揮
し
、
災
害
に
強
い
森
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
間
伐

や
作
業
路
網
整
備
、
主
伐
後
に
放
置

さ
れ
る
こ
と
な
く
少
花
粉
苗
木
に
よ

る
再
造
林
、
下
草
刈
り
と
継
続
的
な

森
林
管
理
が
着
実
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

国
、
県
の
補
助
制
度
の
拡
充
と
事
務

手
続
き
が
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
県
北
東
部
で
は
、
シ
カ
に

よ
る
造
林
木
へ
の
被
害
が
、
年
々
広

域
化
し
、
鳥
取
県
と
の
県
境
地
域
で

は
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
急
拡
大
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
森
林
病
虫
獣
害
に

対
し
て
駆
除
や
被
害
拡
大
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
広
葉
樹
利
活
用
の
一

層
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

４

生
産
性
の
向
上
と
県
産
材
の
需

要
拡
大
に
つ
い
て

県
内
の
森
林
資
源
は
、
年
々
充
実

し
て
き
て
お
り
、
丸
太
の
生
産
量
は
、

ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
製
材
品
の
出
荷
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
会
に
お
い
て

は
、
新
た
に
、
県
内
の
森
林
認
証
林

か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
か
ら
、
構
造

用
合
板
の
製
造
販
売
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、

｢

持
続
可
能
な
森
林
経
営
・
管
理｣

を

実
現
と
県
産
材
の
需
要
拡
大
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
、｢

お
か
や
ま
の
木
で

家
づ
く
り
支
援
事
業｣

の
対
象
に
県

産
材
合
板
を
加
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

企
画
指
導
課

播
磨

愛
子

10
月
25
日
に
本
会
会
議
室
に
於
い

て
開
催
さ
れ
た
第
４
回
理
事
会
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
日
々
の
業
務
を
流
れ
作
業

に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
が
、
日
々
の
業
務
一
つ
一
つ
が
理

事
会
の
資
料
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
、
反
省
し
ま
し
た
。

今
回
、
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

今
後
の
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
再

確
認
す
る
機
会
と
な
り
、
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
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全
国
代
表
者
表
彰
に
つ
い
て

陳
情
に
つ
い
て

第
五
十
四
回
岡
山
県
農
林
漁
業

功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

理
事
会
を
傍
聴
し
て



(
公
財)

岡
山
県
林
業
振
興
基

全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
主
催
す

る
『
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
に

今
年
も
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
福
岡
・
大
阪
会
場
へ

は
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
、
11
月
13
日

開
催
の
東
京
会
場
へ
は
、
全
国
的
に

も
感
染
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
か

ら
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も

含
め
、
 36
都
道
府
県
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
昨
年
よ
り
300
名
ほ
ど
多
い
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
山
県
の
ブ
ー
ス
に
は
、
12
名
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
当
県
の
林

業
事
業
体
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

1
月
に
は
当
基
金
が
開
催
す
る

『
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
の
林
業
就
業

ガ
イ
ダ
ン
ス
』
が
あ
り
ま
す
が
、
１

人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
岡
山
県
の
林
業
の
魅
力
を
伝
え

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

岡
山
県
森
連
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
、
「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・

育
て
る
」
と
い
う
林
業
の
サ
イ
ク
ル

を
循
環
さ
せ
る
た
め
に
、
販
売
強
化
・

コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
な
ど
の
、
新

た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、

合
板
・中
間
土
場

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
度
、
岡
山
県
で
生
産
さ
れ
た

森
林
認
証
材
を
林
ベ
ニ
ヤ
産
業(

株)

（
本
社:

大
阪
市
）
と
連
携
し
て｢

岡

山
県
産
材
合
板｣

と
し
て
製
品
化
し

ま
し
た
。

合
板
は
長
さ
182
㎝
、
幅
91
㎝
、
厚

さ
1.2
㎝
で
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
を
重
ね
て

貼
り
合
わ
せ
た
５
層
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
部
経

費
は
岡
山
県
か
ら
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
ま
た
は
購
入
を
検

討
さ
れ
る
方
は
、
県
森
連
木
材
セ
ン

タ
ー(

０
８
６ｰ

２
８
４ｰ

０
２
９
９)

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

県
内
の
森
林
資
源(

人
工
林)

は
、

充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
木
材
共
販

(

原
木
市
場)

ま
で
の
搬
送
コ
ス
ト
が

嵩
み
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
が
進
ま

な
い
地
域(

県
中
南
部)

が
見
ら
れ
ま

す
。
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仕
分
け
し
た
木
材
（
丸
太
）
は
、

共
販
市
に
立
会
し
購
入
し
た
買
方
に

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

価
格
は
直
近
の
市
況
を
適
用
し
て

お
り
ま
す
。

次
回
は
、

所
有
林
整
備
・
ド
ロ
ー
ン
事
業

に
つ
い
て
紹
介
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
、
森
林

組
合
や(

公
社)

お
か
や
ま
の
森
整
備

公
社
と
連
携
し
て
、
中
間
土
場
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
間
伐
等
森
林
整
備

の
推
進
と
収
益
の
改
善
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

取
組
内
容
は
、
県
森
連
の
三
共
販

所(

新
見
・
勝
山
・
津
山)

の
サ
テ
ラ

イ
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
現
在
二
箇

所(

旧
吉
永
町
と
旧
加
茂
川)

の
中
間

土
場
で
の
取
扱
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
森
連
の
新
た
な
取
組

▲荷下ろしの様子

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

▲相談の様子
(『森林の仕事ガイダンス』東京会場)

▶
中
間
土
場
の
様
子
（
旧
吉
永
町
）

中
間
土
場

（
サ
テ
ラ
イ
ト
共
販
の
取
組
）

岡
山
県
産
100
％
の

合
板
が
誕
生


